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第4次産業⾰命に向けた⼈材育成への取組
 第４次産業⾰命の基盤技術であるＩＴ・データについて、ＩＴスキル標準の改訂や⼈材需給調
査を実施し、ＩＴ・データ⼈材を育成する環境を整備。

 分野別の⾼度デザイン⼈材やサービス⼈材の育成の在り⽅についても検討を開始し、その他の分
野についても順次検討を拡⼤する。
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IT⼈材の需給に関する
推計結果

出典（左）IT⼈材の最新動向と将来推計に関する調査結果（平成28年６⽉ 経済産業省）

第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（IT･ﾃﾞｰﾀ）① 問題意識
 IT⼈材の不⾜は、現状約17万⼈から2020年には約37万⼈、2030年には約79万⼈に拡⼤す

ると予測され、今後ますます深刻化。
 特に、ベンダー・ユーザー双⽅において、サイバーセキュリティ対策を講じる⼈材（2020年に19.3万
⼈の不⾜）、AIやBDを使いこなして第4次産業⾰命に対応した新しいビジネスの担い⼿となる⼈
材（2020年に4.8万⼈の不⾜）の育成が不可⽋。
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第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（IT･ﾃﾞｰﾀ）② 現状
 近年注⽬されるようになったIT技術のうち、既に情報セキュリティ、クラウドコンピューティング等は⼤き

な影響を与えていると認識されている。
 これから特に⼤きな影響を与える技術として認識されているものには、ビッグデータ、ＩｏＴ、⼈⼯知
能（AI）がある。

「換算値」は「⾮常に⼤きな影
響を与えてきた/与える」を２ポ
イント、「ある程度の影響を与
えてきた/与える」を１ポイント
とした際の値。すべての回答者
が「ある体度の影響を与えてき
た/与える」と回答した場合に、
１００ポイントとなる。 3



職種

レベル
システム
設計

ソフト
開発

コンサル
タント

レベル７
世界で通⽤するプ
レーヤー

レベル１
最低限必要な基礎知
識を保有

・・・

・
・
・
・

ソフト開発のソフト開発の
レベル４

＜スキル標準の仕組み＞ ⼈材類型(11職種)×レベル(7段階)でIT⼈材を区分

⼈材類型の⾒直しに合わせ、
 ⼈材が担う業務(タスク)及び持つべきスキル・

知識を詳細に体系化した、iコンピテンシ・ディ
クショナリを拡充。（第4次産業⾰命に対応し、
現在の約2800のタスク項⽬、約9900のスキル・知
識項⽬を更に拡充）

 今後、データサイエンティストに関連す
る⼈材類型を拡充（現在はない）

 セキュリティに関する⼈材類型も精緻化
（現在は各職種の中に含まれている）

■３⽉の中間とりまとめイメージ

第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（IT･ﾃﾞｰﾀ）③施策の⽅向性（ITｽｷﾙ標準）

 第４次産業⾰命に対応する能⼒・スキルを明確化するため、独⽴⾏政法⼈情報処理推進機構
（IPA）において、ITスキル標準*について、2002年度の策定以来初めて、全⾯的な改訂に着⼿。
*情報サービスの提供に必要な実務能⼒を明確化、体系化した指標（共通的なモノサシ）

 ３⽉の中間とりまとめで、データサイエンティスト、セキュリティに関連する⼈材類型の拡充を⾏い、
４⽉以降、新しいサービス・プロダクト開発⼿法等、第４次産業⾰命に伴い主流となる新技術に対
応するIT⼈材に焦点をあてたスキル標準の検討を継続。
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第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（IT･ﾃﾞｰﾀ）③施策の⽅向性（需給調査）

情報セキュリティ⼈材
に関する調査結果の
整理イメージ

 昨年度に⾏った需給調査を踏まえ、効果的な⼈材育成のために、⼈材像ごとの不⾜状況の精緻化
を実施中。第⼀弾として、既に⼤きな影響を与え、かつ、不⾜感が強い情報セキュリティ⼈材につい
て、産業別に⼈材の専⾨分野ごとの不⾜数等を整理し、３⽉に暫定版をとりまとめ予定。

 その後も、ITスキル標準の検討と連動しながら、情報セキュリティ以外の第４次産業⾰命に伴い主流
となる新技術に対応するIT⼈材ごとの検討を深めていく。
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企画系業務
（セキュリティバイデザイン対応）

設計・開発系業務

検査系業務
（脆弱性診断等）

運
⽤
・
保
守

監視・保守系業務

リスクマネジメント・インシデント
対応（CSIRT）系業務

教育・啓発系業務

監
査 情報セキュリティ監査系業務

産業別、⼈材の専⾨分野ごとに
以下の項⽬を：
・現在の⼈材数と不⾜数
・スキル別の充⾜状況
・今後の必要⼈数と不⾜数 等



「産業界ニーズと⾼等教育のマッチング⽅策、専⾨教育の充実」の全体像

 理⼯系（Science, Technology, Engineering, Mathematics STEM）⼈材の需給ギャップ
（特に数理・情報技術分野）を踏まえ、理⼯系⼈材の質的充実・量的確保に向けた対応策を検
討するため、平成28年12⽉に、⽂部科学省・経済産業省は「理⼯系⼈材育成に関する産学官円
卓会議」の下に「⼈材需給ワーキンググループ」を設置。

 同ワーキンググループにおいて、数理・情報技術分野の⼈材育成を喫緊の課題とし、「理⼯系⼈材
育成に関する産学官⾏動計画」に明記された産業界、教育機関、政府のアクションを実⾏・加速
するための具体的な⽅策を検討中（３⽉末とりまとめ）。

第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（⾼等教育機関） 施策の⽅向性
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出典：経済産業省 平成26年度 産業技術調査事業「産業界と教育機関の⼈材の質的・量的需給ミスマッチ調査」

（参考）第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（⾼等教育機関）

現在の業務で重要な専⾨分野とその分野に対する⼤学教育に係る認識

 理⼯系⼈材のうち、数理・情報技術分野の⼈材需給についてはギャップが⽣じているところ。
 特に、AI分野の⼈材については、情報通信業、建設業、製造業（機械・機器、化学・医薬品、輸

送⽤機器等）、⾦融業・保健業等を中⼼に、全国推計として、今後数万⼈以上の需要⾒込み。
なお、農業・林業・漁業、鉱業等では未検討となっており、業種によって温度差あり(⼈⼯知能技術
戦略会議 ⼈材育成TFに基づくNEDO委託調査より）。

7



第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（サービス）① 問題意識
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⾼付加価値を創出する産業創出・教育⽀援が重要

低 中 ⾼
⾼スキル 法律関係、コンピュータ・数学、エンジニア・建築家、マネージメント、社会科学者、科学者、⾦融、ビジネスオペレーション、開業医
中スキル 保安サービス、設置・修理、教師、芸術・エンターテイメント、建設、コミュニティーサービス、事務サポート、機械オペレーター、販売、運輸、
低スキル ヘルスサポート、ビルディングメインテナンス、農業、パーソナルケア、⾷事準備

出所：労働⼒調査 ⻑期時系列データより作成

 IT化や産業の変化によって、中間層が崩壊して⼆極化が進んできている。
 今後10〜20年、雇⽤の約半分は、⼈⼯知能(AI)やロボットによって代替される可能性について

指摘されているところ（英オックスフォード⼤学 マイケル・A・オズボーン等）。
 特に、「低スキル」層に多いサービス産業は、スキルの向上による⾼付加価値創出が重要。
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 産業構造の変⾰により、サービス業従事者も⾼付加価値サービスを提供することが必要。
 業種横断のサービス・マネジメントスキルを構築するとともに、お客様の期待に応えるよう
な独⾃の⼯夫や経験が評価される環境を作ることが重要。

サービススキル構築に向けた原則論（案）

ベーススキル

エキスパート
（経験）
＝現場⼈材に必要なスキル

マネジメント
（教育機関と連携）
＝経営⼈材に必要なスキル

１階層 ベーススキル 相⼿の期待を裏切らない基本的な
サービススキル

２階層 独創・⾼付加
価値スキル

相⼿の期待を超えるサービスを提供
するためのスキル

「産学連携サービス経営⼈材育成事業」
（経済産業省）

ホ
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ル
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介
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売
業

そ
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サービス・マネジメントスキル

サービス経営スキルの形式知化

例1:コーネル⼤学ホテル経営学部（⽶国）
ホテル経営専⾨の⼈材育成プログラムを提供。
ホテル経営学の世界最⾼峰と評される。

例2:カリナリー・インスティテュート（⽶国）
飲⾷分野専⾨の経営⼈材等の育成を⾏
う⽶国⾼等教育機関。

諸外国のサービス経営⼈材育成教育機関

OJT：⼤⼈の武者修⾏
OFFJT：スキルスタンダード サービス経営⼈材育成

第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（サービス）② 現状
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 マネジメントスキルを中⼼とした経営⼈材育成を育成する教育機関の整備。
現場⼈材に必要なスキルも含めた「サービススキルスタンダード(ＳＳＳ)」の普及の両輪で、

スキルの⾼度化に対応。

サービス産業に関する⼈材育成施策③ 施策の⽅向性

①AI技術等により代替される低付加価値業務から脱却し、価値
向上に資する業務への注⼒が重要。

②⼈的スキルが⾼く⼈的要素を重視している企業が⾼付加価値
・顧客満⾜を実現。

③⾼付加価値サービスにおいては、⾼度な｢おもてなし｣を実践
するスキルが重要。

＜事例＞ ＜普及＞＜SSSの構築＞

（株）スーパーホテル
ITを活⽤したローコストビ
ジネスモデルに加え、社員
提案に対するユニークな表
彰制度や教育を重視。

①優良事例企業への
ヒアリング

②既存関連資格等の
要素抽出

③予想されるスキル
の研究

○おもてなし規格認証
⼈材要件として活⽤

○カイゼンスクール
中⼩企業に対する
off-JTの場の創出

SSSの構築

我が国の⼤学における取組
＜中村学園⼤学＞
⾷産業のサービス経営⼈材を
育成する「フード・マネジメント
学科」の設置が決定。
さらに、⾷のハーバード⼤とも
⾔われるCIAとの提携に成功。
今後、⾷に関する経営⼈材を
育成する、海外⼤とも連携した
カリキュラム開発等も進める。

＜京都⼤学＞
コーネル⼤学との連携に向け
た交渉を進め、国際レベルの観
光サービスを核とした⾼度マネ
ジメント⼈材を育成するプログラ
ム（観光MBA）の開発を進
める。

現場⼈材のスキル⾼度化への取組

出所：⽇本サービス⼤賞



 ⾼品質･⾼性能なものを作れば売れるという技術中⼼の製品開発が通⽤しなくなってきており、ユー
ザーが真に欲する製品･サービスは何かという観点（ユーザーに寄り添った観察等）でものづくりを⾏う
ことが必要。

 これに呼応して、「デザイン」について、ユーザーニーズを的確に捉えてコンセプトを設計し、最適な製
品･サービスを⽣み出すための活動と捉え直されてきている。

 このため、デザインが活⽤される領域は、単なる意匠のみならず、プロダクト設計/ユーザー体験全体/
製品コンセプトなどへと拡⼤しており、これらを担う⼈材の育成が必要。（UI/UXデザイン、コンセプトデ
ザインなど）

第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（⾼度デザイン）① 問題意識

・保育園で過ごす⼦どもの様⼦が気に
なる⽗⺟や祖⽗⺟のニーズと、⼈材
不⾜で多忙を極める保育現場の課
題をICTサービスで同時に解決。

・既存の電池を⽤いて、製品コ
ンセプトデザインやユーザーの新
たな遊び⽅、今までにないライフ
スタイルの創出を実現。

事例１ リクルートマーケティング
パートナーズ「kidsly(キッズリー)」

事例２ ノバルス株式会社
「MaBeee（マビー）」

11

（乾電池の電圧をスマートホン
アプリを⽤いて操作する器具）



 世界的に、ユーザーニーズを的確に捉え、IT活⽤等により業種の垣根を越えて製品･サービスを⽣み
出すデザイン活⽤型企業が、ゼロから市場を席巻している。

 他⽅、我が国においては、⼀部の広告代理店/コンサル/IT関連企業を中⼼にデザイン活⽤の動きは
あるが、全体として普及が遅れている状況にあり、担える⼈材も不⾜。

 少なくとも､第４次産業⾰命を通して増加を⽬指す上流⼯程⼈材(96万⼈)､ＩＴ業務⼈材(45万
⼈)の合計141万⼈は、デザイン活⽤に通じていることが必要と考えられる。(＝⾼度デザイン⼈材)

第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（⾼度デザイン）② 現状

UBER

Facebook

Alibaba

airbnb

＜第4次産業⾰命による業界破壊＞

世界最⼤のタクシー会社
→⾞両を保有していない
世界で最も普及したメディア
→コンテンツを作っていない
世界最⼤の⼩売業
→在庫を持っていない
世界最⼤の宿泊サービス会社
→物件を持っていない

＜我が国の主な産学の動き＞
企業内

ﾃﾞｻﾞｲﾝ部⾨

企業横連携

ﾃﾞｻﾞｲﾝｽｸｰﾙ

⼤学横連携

・博報堂がIDEO買収
・SONY、富⼠通、⽇⽴等がﾃﾞｻﾞｲﾝ部署を設⽴
・富⼠通等がFCAJを設⽴
・ホンダを中⼼に「ひらめき研」を開催
・東⼤i-school、慶応SFC、京⼤d.school、千葉⼤、
九⼤、東京芸⼤、京都⼯繊⼤…

・九⼤未来デザイン学センターが⼤学間連携ネット
ワークを組成

第4次産業⾰命
顧客価値

時間

改良型イノベーション
（Incremental） ⾮連続型

イノベーション
（Disruptive）

職業
職業別従業者数

現状放置 変⾰後
上流⼯程 －136万⼈ ＋96万⼈
ＩＴ業務 － 3万⼈ ＋45万⼈

……… ……… ………

合計 －735万⼈ －161万⼈

＜ 職業別従業者数の変化（2015FY→2030FY）＞

「新産業構造ビジョン」
産業構造審議会中間整理
経済産業省 平成28年12⽉
資料 参照

12



 現在､第4次産業⾰命下における､デザイン等クリエイティビティの重要性の検証・普及
施策の検討のため､「第４次産業⾰命クリエイティブ研究会」で議論しているところ。

 この取りまとめ(３⽉予定)も踏まえ、⾼度デザイン⼈材育成の観点から、下記⽅向性を検討。
 ＩＴスキル標準に､⾼度デザイン⼈材に関する標準スキルを追加予定
（上流側で概念設計を⾏うための「ＵＸデザイン」の項⽬を加える 等）

 ⾼度デザイン⼈材創出のための⾼等教育カリキュラムを開発予定(⼤学候補を発掘中)、
デザインセンター準備中の⼤学をモデル校として、⼤学間横連携等を推進予定

第4次産業⾰命に向けた⼈材育成（⾼度デザイン）③ 施策の⽅向性

＜⾼等教育機関（⽂科省が構想中を含む）での⾼度⼈材
育成カリキュラムの作成＞

・⽂部科学省が構想中の⾼等教育機関等における、カリキュラム
作成の協⼒を検討中。

・⾼度デザイン⼈材に求められるＵＸデザイン、デザイン思考、⼈間中⼼設計
等を活⽤できる能⼒を明らかにし提⽰。

・ＩＴスキル標準の改訂にあわせて、これら能⼒についても標準化することを
検討する。

卓越⼤学院構想

＜第４次産業⾰命クリエイティブ研究会＞
■⽇程：平成28年11⽉〜平成29年3⽉（全5回）

報告会：3⽉上旬
■委員（敬称略）
鷲⽥祐⼀（座⻑）⼀橋⼤学⼤学院商学研究科教授
澤⾕由⾥⼦ 東京⼯科⼤学⼤学院 アントレプレナー専攻教授
柴⽥尚希 三菱重⼯業(株)先進デザイングループ⻑
⼟屋尚史 (株)グッドパッチ代表取締役
⻄村真⾥⼦ (株)HEART CATCH代表取締役
林千晶 (株)ロフトワーク代表取締役
⼭中俊治 東京⼤学⼤学院情報学環⽣産技術研究所教授
■議論テーマ
①企業のクリエイティビティと成⻑性の相関
②⾼度デザイン⼈材の⼈材像・育成⼿法
③企業経営へのデザイン等クリエイティビティの導⼊ など
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＜ITスキル標準における検討＞

専⾨職⼤学院
(MBA等)

専⾨職⼤学構想


